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⿑藤正和. 医学監修:佐藤⼤介, 鈴⽊祐介. 呼吸・循環・消化器・代謝疾患 腎機能障害の薬剤.
（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 182-191.全322⾴.

⿑藤正和. 医学監修:加賀英義, 綿⽥裕孝. ⽣活習慣病 糖尿病の薬剤.
（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 194-202. 全322⾴.

髙橋容⼦. 医学監修 島⽥和典. ⽣活習慣病 脂質異常症の薬剤,
（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 213-225. 全322⾴.

⾶⼭義憲, 医学監修:伊澤奈々. ⾼齢者 ⾼齢者の不眠に対する薬剤.
（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 228-234.全322⾴.

髙橋容⼦. 医学監修 島⽥和典. ⾼齢者 脱⽔症の薬剤.
（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 239.-244. 全322⾴.

⿑藤正和. 医学監修:池嶋健⼀, 綿⽥裕孝. ⾼齢者 栄養不良の薬剤.
（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 245-254. 全322⾴.

⿑藤正和. 医学監修:佐藤⼤介, 鈴⽊祐介. ⾼齢者 貧⾎の薬剤.
（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 255-258. 全322⾴.
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藤野雄次, 医学監修:伊藤賢伸. 緩和・精神⼼理 精神・⼼理症状における薬剤
（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 285-293. 全322⾴.

⾼橋哲也
エディトリアル なぜ理学療法⼠が薬剤について知らなければならないの
か.

（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 全322⾴.

藤原俊之. 監修の辞
（監）藤原俊之, （編）⾼橋哲也. In理学療法NAVI  リスクに備えて臨床に活かす 理学療法にす
ぐに役⽴つ薬の知識. 医学書院. 2021年5⽉. 全322⾴.

松⽥雅弘（協⼒） ⾜関節捻挫ガイドライン （監）⽇本理学療法⼠協会. 医学書院. 2021年10⽉. 1-60, 495-504. 全648⾴.

相澤純也. 監訳者の序, 序⽂, 本書の使い⽅.
（監訳）相澤純也, ⼤⾒武弘. アナトミカルキネシオロジー . メディカル・サイエンス・イン
ターナショナル. 2021年9⽉.1-5. 全304⾴.

松⽥雅弘. EMGバイオフィードバック電気刺激装置.
（編）烏野 ⼤, 川村博⽂. In最新理学療法学講座 物理療法学. 医⻭薬出版. 2021年1⽉. 246-
248. 全304⾴.

松⽥雅弘. 経頭蓋直流電気刺激.
（編）烏野 ⼤, 川村博⽂. In最新理学療法学講座 物理療法学. 医⻭薬出版. 2021年1⽉. 249-
252.全304⾴.

⿑藤正和.
Ⅱ腎臓リハビリテーションの実際 55.⼼⾎管疾患を合併する患者に，運動
療法を実施する際のリスク管理，運動プログラムとその実施⽅法を教えて
ください.

（編）⼭縣邦弘, 星野純⼀, 松永篤彦. In わかる！できる！腎臓リハビリテーションQ&A. 医⻭
薬出版株式会社. 2021年5⽉. 全258⾴.

松⽥雅弘. 頭部外傷
（編）諸橋 勇, 有⾺慶美, 加藤研太郎. In 理学療法アクティブ・ラーニング・テキスト 神経障
害理学療法学. ⽂光堂. 2021年7⽉. 109-128. 全424⾴.

藤野雄次, 他. 理学療法アクティブ・ラーニング・テキスト−神経障害理学療法学. （編）諸橋 勇, 有⾺慶美, 加藤研太郎. ⽂光堂. 2021年7⽉. 137-152. 全413⾴.

松⽥雅弘,他. 脳卒中の装具のミカタ. （編）松⽥雅弘, 遠藤正英.  医学書院. 2021年10⽉.13-19, 163-164. 全296⾴

相澤純也. 2章:スポーツ外傷・障害の予防 5. スポーツトレーニング B. 柔軟性.
（編）松本秀男. In 講座スポーツ整形外科学 整形外科医のためのスポーツ医学概論 .中⼭書店.
2021年10⽉. 207-213. 全432⾴.

春⼭幸志郎, 春⼭美穂. 家族指導.
（編）川上途⾏, 和⽥彩⼦,  岡阿沙⼦. In脳卒中・神経難病・がん患者の「⾔葉をつくる・声を
出す」を助ける！コミュニケーションサポートブック . 医⻭薬出版. 2021年2⽉.全144⾴.

相澤純也. 序章 運動⼒学連鎖とは.
（編）相澤純也, ⼤路駿介. In 運動機能障害の理学療法ー運動連鎖に基づく評価・治療ー . ⽺⼟
社. 2021年4⽉.8-15. 全255⾴.

松⽥雅弘. 乳児期の発達.
（編）⼤城昌平, 儀間裕貴. In リハビリテーションのための⼈間発達学 第3版. メディカルプレ
ス. 2021年3⽉. 全31-50⾴.

松⽥雅弘. ⼩児のバランス障害に対するリハビリテーション .
（編）望⽉ 久. In バランス障害リハビリテーション. メジカルビュー社.  2021年3⽉. 225-246.
全260⾴.

⾶⼭義憲. 疾患部にみる地域理学療法の特異性（運動器疾患）.
（編）牧迫⾶雄⾺, 吉松⻯貴. In 最新理学療法学講座 地域理学療法学. 医⻭薬出版. 2021年3⽉.
114-128. 全228⾴.
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⾼橋哲也 内部障害理学療法学総論
（編著）⾼橋哲也. In 最新理学療法学講座 内部障害理学療法学. 医⻭薬出版. 2021年3⽉. 全
340⾴.

⾼橋哲也, ⻄川淳⼀ 循環機能障害と理学療法
（編著）⾼橋哲也. In 最新理学療法学講座 内部障害理学療法学. 医⻭薬出版. 2021年3⽉. 全
340⾴.

⾼橋哲也, ⻄川淳⼀ 代謝障害と理学療法
（編著）⾼橋哲也. In 最新理学療法学講座 内部障害理学療法学. 医⻭薬出版. 2021年3⽉. 全
340⾴.

川上途⾏, 春⼭幸志郎, ⾼橋容⼦, 南雲美
⾥.

⾒て学ぶ 脳卒中診察⼿技 下肢機能障害・歩⾏. J Clin Rehabil. 2021;30(6):563-569.

藤野雄次, 松⽥雅弘, 藤原俊之. ⾒て学ぶ脳卒中診察⼿技 体幹機能障害. J Clin Rehabil. 2021;30(5):450-455.

⿑藤正和, 作⼭晃裕, 森沢知之, ⾼橋哲也,
藤原俊之, 他.

【悪液質とリハビリテーション】悪液質の運動療法 Journal of Clinical Rehabilitation. 2021;30(11):1106-1111

⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 森本ゆふ,
藤原俊之, 他.

【リモート技術を活⽤したリハビリテーションの可能性】リモートによる
包括的⼼臓リハビリテーション⽀援

Journal of Clinical Rehabilitation. 2021;30(4):354-362.

松⽥雅弘, ⼭⼝智史, 藤野雄次, 髙橋容⼦,
春⼭幸志郎, 他.

特集・脳⾎管障害の診断・治療の進歩とリハビリテーション診療 ⾮侵襲
的脳刺激・脊髄刺激.

MB Med Reha. 2021; (264):75-81.

松⽥雅弘, ⼭⼝智史, 藤野雄次, ⾼橋容⼦,
春⼭幸志郎, 他.

⾮侵襲的脳刺激・脊髄刺激. MB Med Reha. 2021;264:75-81.

藤野雄次, 松⽥雅弘, 藤原俊之. 体幹機能障害に対するリハビリテーション治療． MB Med Reha. 2021;264:28-33.

⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之,
代⽥浩之.

【超実践!⼼臓リハビリテーション治療-初⼼者からエキスパートまで-】
多疾患併存、重複障害を呈する⼼疾患患者のリハビリテーション治療

Medical Rehabilitation. 2021;262: 42-48

松⽥雅弘, ⼭⼝智史, 藤野雄次, ⾼橋容⼦,
春⼭幸志郎, 他.

⾮侵襲的脳刺激・脊髄刺激 . Medical Rehabilitation. 2021;264: 75-81.

池⽥ 浩. サッカー選⼿の外傷・障害「筋損傷」（後編）. トレーニング・ジャーナル. 2021;43(1):22-24.

池⽥ 浩. 整形外科外来・当直エマージェンシーマニュアル. 医学書院. 2021年;714-720.

⼭⼝智史. 最新理学療法学講座 物理療法学. 医⻭薬出版. 2021年1⽉. 191-203. 全304⾴.

⿑藤正和, 作⼭晃裕, 森沢知之, ⾼橋哲也,
藤原俊之, 他.

【多職種からみた健康維持と疾病予防における⾷・機能性⾷品の役割】サ
ルコペニア・フレイル予防に対するレジスタンストレーニングと機能性医
⽤⾷品.

機能性⾷品と薬理栄養. 14(6):324-328.

松尾タカシ. きれいに歩けば⻑⽣きできる. （監）松⽥雅弘. 講談社. 2021年5⽉.全96⾴.

⾼橋哲也, 森沢知之, ⿑藤正和, 藤原俊之,
代⽥浩之

健康⻑寿を達成するための⼼臓病の基礎知識 早期退院・早期社会復帰を
めざす⼼臓リハビリテーション

順天堂保健医療学雑誌. 2021;2(1): 22-24

松⽥雅弘, 相澤純也, ⿑藤正和, 宮森隆⾏,
藤野雄次, 他.

理学療法学科の特徴ある実習. 順天堂保健医療学雑誌. 2021;2(1):41-42.



和⽂原著・総説・症例報告・書籍
著者 タイトル 掲載誌名等

鵜瀬亮⼀, 中村絵美, 佐藤 勉, ⽯川智雄, 佐
藤和也.

新潟県中学野球試合における投⼿の登板⼈数および球数調査. 新潟医療福祉会誌. 2021;21(2):57-60.

池⽥ 浩. 種⽬別スポーツ リハビリテーション診療. 全⽇本病院出版会. 2021;1.

下康 司, 梅村 淳, ⼤⼭彦光, 伊藤賢伸, 波
⽥野琢, 他.

パーキンソン病のDBSー術前評価、⼿術、術後のフォロー、その先へ. 中外医学社. 2021.06.82-86.

池⽥ 浩. 講座スポーツ整形外科学・整形外科医のためのスポーツ医学概論. 中⼭書店. 2021;243-248.

池⽥ 浩. 2018FIFAワールドカップ・ロシア⼤会における疼痛治療戦略. 奈良県医師会医学会年報. 2021;34(1):131-132.

植⽊ 純, 森沢知之. 呼吸器疾患 最新の治療 2021-2022. 南江堂.2021年3⽉. 125-128.全496⾴.

平川功太郎, ⿑藤正和, 有光 健, 岩井景吾,
⼭形泰⼠, 他.

急性⾮代償性⼼不全患者における急性⼼腎症候群と⼊院関連能⼒低下との
関連性.

⽇集中医誌. 2021;28:197-204.

池⽥ 彩, ⽵重遥⾹, 志村秀樹, ⾕⼝⼤祐, 下
泰司, 他.

順天堂⼤脳神経内科ではこうしている 最新パーキンソン病診療. ⽇本医事新報社. 2021.05;188-191.

阿部紀之, 細⽮貴宏, 松⽥雅弘.
脳出⾎回復期における装具処⽅の必要性と種類の判断に有⽤な指標の検
討.

⽇本義肢装具学会誌.2021; 37(2): 137-142.

加藤倫卓, ⾼橋哲也, 安藤守秀, ⼩幡賢吾,
河合佑亮、他.

集中治療領域で働く理学療法⼠のためのミニマムスタンダード 医師、看
護師および理学療法⼠による合意形成

⽇本集中治療医学会雑誌. 2021;28(3): 237-254

⾼橋哲也, 森沢知之, ⿑藤正和. 集中治療における理学療法 質保証と課題. ⽇本集中治療医学会雑誌. 2021;28(4):267-276.

松⽥雅弘, 髙橋忠志, 栗⽥慎也, 中村 学, 久
⽶亮⼀, 他.

急性期〜回復期病院における脳卒中患者に対する下肢装具の活⽤に関する
実態調査．

⽇本保健科学学会誌. 2021;24(2):93-105.

楠本泰⼠, ⾼⽊健志, 松⽥雅弘, 新⽥ 收.
⾼校バスケットボール競技者におけるトレーニング前後の⼤腿直筋の筋収
縮特性の変化と特徴.

⽇本保健科学学会誌. 2021;24(1):25-31.

森沢知之, ⼤塚脩⽃. 理学療法アクティブ・ラーニング・テキスト 内部障害理学療法学. ⽂光堂. 2021年6⽉. 201-218. 全377⾴.

中村絵美.
運動機能障害の理学療法ー運動連鎖に基づく評価・治療ー，第3章上肢３
投球障害肩

（編）相澤純也, ⼤路駿介.⽺⼟社. 2021.5:205-221.

井川翔太, 深⽥和浩, 井上真秀, 藤野雄次,
樋⽥あゆみ, 他.

不全胸髄損傷患者に対するセミリカンベント式エルゴメータを⽤いた⾼負
荷での座位ペダリング運動が下肢機能と歩⾏能⼒に与える効果−シングル
ケースデザイン−.

理学療法−臨床・研究・教育. 2021;28: 45-50.

福司光成, 深⽥和浩, 藤野雄次, 岩崎寛之,
井上真秀, 他.

症候性てんかん患者における転帰に関わる因⼦の検討. 理学療法−臨床・研究・教育. 2021;28: 57-61.

深⽥和浩, 網本 和, 藤野雄次. 脳卒中後の垂直性障害と理学療法. 理学療法−臨床・研究・教育. 2021;28:11-16.

渡邉英孝, ⾼橋哲也, 藤原俊之
【臨床検査データを理学療法に活かす】⾎液データを理学療法に活かす
集中治療室の場合

理学療法. 2021;38(4)298-307
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⾼橋哲也, 松⽥雅弘, 森沢知之, ⿑藤正和,
鍵⼭暢之, 他.

デジタルヘルスと理学療法. 理学療法ジャーナル. 2021;55(12):1228-1236.

⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之,
代⽥浩之.

知っておきたい・深めたい Close-up PEW PEWと運動療法. 理学療法ジャーナル. 2021;55(7):787-791.

⼭⼝智史, 松⽥雅弘, 藤原俊之. tDCS 経頭蓋直流電気刺激. 理学療法ジャーナル. 2021;55(1):75-79.

岩崎寛之, 藤野雄次, ⾼橋秀寿, 牧⽥ 茂.
急性期脳梗塞後早期に歩⾏が⾃⽴する患者における退院前後の⾝体活動量
の⽐較.

理学療法ジャーナル. 2021;55(11):1269-1274.

⾼橋哲也, 松⽥雅弘, 森沢知之, ⿑藤正和,
鍵⼭暢之, 他.

知っておきたい・深めたいClose-up デジタル化する理学療法 デジタルヘ
ルスと理学療法.

理学療法ジャーナル. 2021;55(11):1228-1236.

北原エリ⼦, ⼭崎優太, ⻲⼭啓博, 望⽉正
道, ⾼橋哲也, 他.

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)第5波までを経験して 理学療法⼠
の役割とリスク管理について考える

理学療法ジャーナル. 2021;55(11):1249-1255.

森本ゆふ, ⾼橋哲也
⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策 院内感染の原因となる微⽣
物

理学療法ジャーナル. 2021;55(1):1-2

森本ゆふ, ⾼橋哲也
⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策 触れてしまうところを想像
してみよう

理学療法ジャーナル. 2021;55(2):125-12

森本ゆふ, ⾼橋哲也 ⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策 AMRを知ろう 理学療法ジャーナル. 2021;55(3):229-230

⾼橋哲也, 森本ゆふ
⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策 正しいマスクの装着⽅法を
今⼀度確認しましょう

理学療法ジャーナル. 2021;55(4):365-366

⾼橋哲也, 森本ゆふ
⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策 感染予防の常識を今⼀度確
認しましょう(1)

理学療法ジャーナル. 2021;55(5):493-494

⾼橋哲也, 森本ゆふ
⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策 感染予防の常識を今⼀度確
認しましょう(2)

理学療法ジャーナル. 2021;55(6):607-608

⾼橋哲也, 森本ゆふ
⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策(最終回) 感染予防の常識を
今⼀度確認しましょう(3)

理学療法ジャーナル. 2021;55(7):725-726

⾼橋哲也
運動療法時のリスク管理の要点 適切な運動療法によりアクシデントを防
ぐ

理学療法の歩み. 2021;32(1):3-9

⼤沼 亮, 松⽥雅弘, 早⼄⼥雄紀, 中嶋⼀歩,
⼭崎達之, 他.

新型コロナウイルス感染症による外出⾃粛された通所サービス利⽤者への
理学療法⼠による運動指導の効果-後⽅視研究による検討-．

理学療法科学. 2021;36(2):191-195.

佐藤博⽂, ⼤川信介, ⽋端伶奈, ⾼⼭明⽇
⾹, ⼤熊克信, 他.

急性期脳梗塞患者の退院時基本動作能⼒を予測する因⼦の検討−多施設共
同前向きコホート研究−.

理学療法学. 2021;48(1): 46-54.

仲井佳祐, 森沢知之, ⼤塚翔太, 内藤喜隆,
松尾知洋, 他.

⾼齢⼼臓⼿術後患者のリハビリテーション遅延が退院1年後の予後に及ぼ
す影響.

理学療法学. 2021;48(2):173-179.



和⽂原著・総説・症例報告・書籍
著者 タイトル 掲載誌名等

⼤沼 亮, 早⼄⼥雄紀, ⽊村瑞恵, 松⽥雅弘,
ネルソン祥⼦.

維持期脳卒中⽚⿇痺患者に対するボツリヌス療法とIVES併⽤治療の症例
報告 - ⾼次脳機能と運動⿇痺に及ぼす影響 ‒.

理学療法科学. 2021;36(3):467-472.

⾦⼦賢⼈, 松⽥雅弘, 千葉康平, ⼭下智幸,
⼑祢⿇⾥, 他.

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の理学療法介⼊による⾝体機
能・基本動作能⼒への影響.

理学療法科学. 2021;36(4):547-551.

⾶⼭義憲, 藤野雄次, ⾼橋哲也, 藤原俊之.
⼈⼯膝関節置換術前後のリハビリテーションプロトコルの実施状況と内容
に関する全国調査.

理学療法学. 2021;48(4):353-361.

⿑藤正和, 作⼭晃裕, 森沢知之, ⾼橋哲也,
藤原俊之, 他.

加齢に伴う⽣体の変化とその理解(第4回) 加齢に伴う呼吸・循環・腎臓
機能の変化

理学療法学. 2021;48(5):542-547

⾼橋哲也, 森沢知之, ⿑藤正和, 澤⿓⼀, ⾕
⼝⾹, 他.

レッドゾーンで新型コロナウイルス感染症患者に対応する理学療法⼠の⼼
理的ストレスについて

理学療法学. 2021;48(6):620-627

髙橋容⼦.
転倒予防に向けた脊髄神経基盤の解明とロボットリハビリテーションの開
発.

⽴⽯科学技術振興 財団助成研究成果集. 2021;30:2201011:1-4.



国際学会・国内学会・招聘講演
演者 タイトル 学会等

Ito S, Miyazaki T, Aizawa J, Kawase T,
Sogabe M, et al.

Development of a Whole Body Training Device by Multi-directional
Force Input Using Pneumatic Artificial Muscles.

11th JFPS International Symposium on Fluid Power Hakodate2020(Web). Hakodate.
2021.10.12-13.

Kaneko K, Kawanori Y, Makabe H,
Yonemoto K, Mito K.

Evaluation of Trunk Muscles during Horseback Riding Therapy on
Children with Cerebral Palsy.

28th Congress of International Society of Biomechanics (ISB)(Web). Stockholm.
2021.7.25-29.

Makabe H, Ogawa A, Awano M, Kaneko
K.

Influence of Intermittent Blocking of Visual Information on
Corticomuscular Coherence during Walking.

28th Congress of International Society of Biomechanics (ISB)(Web). Stockholm.
2021.7.25-29.

Fujiwara T. Transcutaneous spinal stimulation for gait rehabilitation. 3rd International Neurorehabilitation and Nueroscience Conference(web).  2021.03.27.

Sawa R. Community Physiotherapy Model in Japan.
Academic Physiotherapy Conference, Universitas Muhammadiyah Surakarta (online).
2021.08.21-22.

Sawa R. Japan as a super-aged society and COVID-19.
International Conference on Medical and Health Sciences, Malang[Indonesia] (online).
2021.09.25.

Saitoh  M, Takahashi Y, Okamura D,
Akiho M, Yamaguchi Y, et al.

Impact of Ambulatory Cardiac Rehabilitation on Clinical outcomes
in Elderly Patients with Heart Failure

Worlld Phyio Congress 2021, Dubai, 9-11, April, 2021

⼭⼝智史. ⽣体情報を基にしたNeuromodulationを⽤いたリハビリテーション展開 . 計測⾃動制御学会 ライフエンジニアリング部⾨シンポジウム. 2021.09.05.

松⽥雅弘. 歩⾏の基本的なバイオメカニクスと評価. 効果をあげる理学療法技術としての装具療法を考えるフォーラム(Web). 東京. 2021.09.

宮森隆⾏. 競技スポーツを⽀えるデータサイエンス.
国際エクササイズサイエンス学会 Premium seminar 琉球リハビリテーション学院.
2021.12.17.

松⽥雅弘. 病期別・脳卒中患者の転倒の原因と対策. 埼⽟県理学療法⼠会 教育局認定・専⾨研修部第6回研修会. 2021.11.

藤野雄次.
脳⾎管疾患のリハビリテーション〜臨床での実践能⼒を⾼めるQ&A〜リス
ク管理編.

埼⽟県理学療法⼠会 北部ブロック第1回専⾨認定研修会(web). 埼⽟. 2021.07.16.

藤野雄次.
脳⾎管疾患のリハビリテーション〜臨床での実践能⼒を⾼めるQ&A〜⾼次
脳機能障害編.

埼⽟県理学療法⼠会 北部ブロック第1回専⾨認定研修会(web). 埼⽟. 2021.07.16.

松⽥雅弘. 歩くをAIするー歩くをあいする-. 順天堂⼤学保健医療学部市⺠公開講座. 2021.11.08.

松⽥雅弘.
リハビリテーション⽀援システムーロボットや刺激装置を活⽤した取り組
み−.

千葉県理学療法⼠協会研修部(Web). 2021.09.

⼭⼝智史.
⽣体情報を利⽤した⾮侵襲的電気刺激を⽤いたリハビリテーションの可能
性 .

第 51 回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会 奨励賞受賞記念講演. 2021.12.16.

松⽥雅弘. 臨床データのセンシング技術を活かした研究と研究発表の⽅法. 第10回⽇本⽀援⼯学理学療法学会学術⼤会(Web). 2021.12.03-04.

⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之,
代⽥浩之.

CKD・透析患者の⾝体機能・活動量の標準的評価指標：⾝体パフォーマ
ンス.

第11回⽇本腎臓リハビリテーション学会学術集会(Web). 2021.03.20-21.

⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之,
代⽥浩之.

フレイル患者に対する最適なリハビリテーション. 第11回⽇本腎臓リハビリテーション学会学術集会(Web). 2021.03.20-21.



国際学会・国内学会・招聘講演
演者 タイトル 学会等

松⽥雅弘. 姿勢バランスの評価の種類と特徴. 第19回⽇本神経理学療法学会(Web).岩⼿. 2021.12.18-19.

髙橋容⼦. 教育講演Ⅰ 運動⿇痺1 運動機能・筋緊張の評価の種類と特徴. 第19回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 岩⼿. 2021.12.18.

⼭⼝智史. 痙縮の臨床症状とそのメカニズム . 第19回⽇本神経理学療法学会学術⼤会.2021.12.18.

Inoue M, Amimoto K, Shida K, Sekine
D, Hasegawa D, et al.

The effects of dynamic sitting exercise with delayed visual feedback
in the early phase post stroke: a double blinded randomized
controlled trial.

第19回⽇本神経理学療法学会学術⼤会(Web). 岩⼿. 2021.12.18-19.

深⽥和浩, 網本 和, 井上真美⼦, 志⽥航平,
⿊澤紗妃, 他.

座位保持困難な重度⽚⿇痺例に対する傾斜座⾯での側⽅移動練習の効果−
Pusher現象例を対象とした症例集積−.

第19回⽇本神経理学療法学会学術⼤会(Web). 岩⼿. 2021.12.18-19.

藤野雄次. 姿勢バランス障害に対する理学療法ガイドライン. 第19回⽇本神経理学療法学会学術⼤会(Web). 岩⼿. 2021.12.18-19.

春⼭幸志郎, 川上途⾏, 宮井⼀郎, 藤原俊
之.

脊髄⼩脳変性症および多系統萎縮症患者における COVID-19 の流⾏が⽣
活機能低下に寄与 する因⼦の検討.

第19回⽇本神経理学療法学会学術⼤会(Web). 岩⼿. 2021.12.18.

仁藤充洋, ⽚桐夏樹, 吉⽥海⽃, ⼩関忠樹,
⼯藤⼤輔, 他.

末梢神経反復磁気刺激が⼤脳⽪質興奮性および運動出⼒に及ぼす影響. 第1回⽇本物理療法研究会学術⼤会. 2021.2.20.

藤野雄次. 半側空間無視を合併した姿勢定位障害の評価と介⼊指針. 第20回⽇本神経理学療法学会サテライトカンファレンス(web).  ⾼知. 2021.01.24.

松⽥雅弘. バランスのシステム理論から脳卒中患者の治療を考える. 第21回⽇本神経理学療法学会サテライトカンファレンス(Web). 埼⽟. 2021.02.14.

藤野雄次. Pusher現象の評価と治療. 第23 回群⾺県作業療法学会(web). 群⾺. 2021.10.31.

星野裕亮, 藤野雄次, 鈴⽊謙介, 上條義⼀
郎.

当院における急性期脳⾎管障害患者に対する早期リハビリテーションの提
供量と転帰に関する調査.

第24回⽇本臨床脳神経外科学会. 沖縄. 2021.11.11-12.

髙野圭太, ⽚桐夏樹, 佐藤孝嗣, ⼯藤⼤輔,
⼩関忠樹, 他.

⼩脳経頭蓋直流電気刺激中の⼀次運動野の興奮性変化. 第26回⽇本基礎理学療法学会学術⼤会. 2021.10.23.

森沢知之, ⿑藤正和, ⾼橋哲也, 渡邉英孝,
望⽉正道, 他.

⼼臓⾎管外科⼿術前後のPhase Angleの変化と⾝体機能回復の関連 第27回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会, 幕張, 2021.7.19

⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之,
代⽥浩之.

包括的遠隔⼼臓リハビリテーション⽀援の実際と課題. 第27回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会. 2021.06.19-20.

堀健太郎, 薄葉航洋, 池⾕愛夏, ⾜⽴和恵,
村⼭由佳, 他.

基本チェックリストを⽤いた⾼齢⼼不全患者のフレイル評価と⼊院関連機
能障害との関連.

第27回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会. 千葉(Web).  2021.06.19-20.

植⽊寛道, 作⼭晃裕, 上脇玲奈, 酢⾕純⼦,
安達裕⼀, 他.

回復期⼼臓リハビリテーションの運動耐容能の改善効果に与える年齢の影
響.

第27回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会. 千葉(Web). 2021.06.19-20.

⿑藤正和. 拡張型⼼筋症患者の運動療法. 第27回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会.千葉. 2021.06.19-20.

⿑藤正和, ⾼橋哲也. ⼼疾患に対するレジスタンストレーニングの⼀般的な⼿順. 第27回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会.千葉. 2021.06.19-20.

吉⽥海⽃, 仁藤充洋, ⽥辺茂雄, 藤井浩美,
⼭⼝智史.

最⼤⼿背屈強度の末梢神経反復磁気刺激が⽪質興奮性と疲労に与える影
響.

第28回⼭形県作業療法学会. 2021.05.08.



国際学会・国内学会・招聘講演
演者 タイトル 学会等

⼩関忠樹, 関⼝ 航, 押野真央, 齋藤佑規, ⽵
村 直, 他.

神経筋電気刺激と経⽪的脊髄直流電気刺激が⽪質興奮性と歩⾏能⼒に与え
る影響.

第28回⽇本物理療法学会学術⼤会.  2021.10.24.

池⽥ 浩. ⽇本サッカー協会における医療安全対策. 第2回佐賀スポーツ医学研究会(Web). 2021.07.02.

⿑藤正和, 作⼭晃裕, 森沢知之, ⾼橋哲也. 理学療法⼠の⽴場から薬剤師に知っておいて欲しいスキルミクス. 第31回⽇本医療薬学会年会. 熊本. 2021.10.9-10.

⿑藤正和, 作⼭晃裕, 森沢知之, ⾼橋哲也,
藤原俊之, 他.

重症AKI患者に対する急性期リハビリテーション. 第32回⽇本急性⾎液浄化学会学術集会. 埼⽟. 2021.10.02-03.

武⽥ 純, ⻲⽥ 壮, ⿑⽥良知, 池⽥ 浩, 荻内
隆司, 他.

USを⽤いたアスリートサポート(1)メディカルチェック Jones⾻折検診
について.

第32回⽇本整形外科超⾳波学会学術集会. 奈良. 2021.7.17-18.

安藤貴之, 吉村雅⽂, ⻑尾雅史, 宮森隆⾏,
池⽥ 浩, 他.

サッカー選⼿におけるTW2法による最終予測⾝⻑の正確性の検討と新た
な⾝⻑予測モデルの構築.

第32回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会(Web). 2021.11.13-14.

秋吉直樹, ⼩林洋平, 齋⽥良知, ⻑尾雅史,
中島啓樹, 他.

ハムストリング⾁離れ後のストレッチ痛と歩⾏時痛は⻑期離脱予測因⼦で
ある.

第32回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会(Web). 2021.11.13-14.

⽔澤⿇⾐, 若⼭貴則, ⼩林洋平, 桃井 康雅,
⼭内奈内⼦, 他.

育成世代⼥⼦サッカー選⼿の新型コロナウイルス流⾏前後での⾷環境と栄
養状態の変化.

第32回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会(Web). 2021.11.13-14.

⻑尾雅史, ⻄尾啓史, 齋⽥良知, ⼩林洋平,
永⼭正隆, 他.

患者報告型JACL-25の開発と多職種連携における進展. 第32回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会(Web). 2021.11.13-14.

中嶋亮介, 齋⽥良知, ⻑尾雅史, ⼩林慶司,
⼩林洋平, 他.

COVID-19感染症流⾏に伴う活動制限が育成世代のスポーツ外傷・障害発
⽣状況に与えた影響の検討.

第32回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会(Web). 東京. 2021.11.13-14.

中嶋亮介, 齋⽥良知, ⼩林洋平, 若⼭貴則,
⻄尾啓史, 他.

COVID-19流⾏がスポーツ外傷・障害発⽣状況に及ぼした影響の検討 休
⽇スポーツ診療所(いわきFCクリニック)受診患者調査.

第36回⽇本整形外科学会基礎学術集会. 三重. 2021.10.14-15.

若⼭貴則, 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史,
内野⼩百合, 他.

脂肪由来間葉系幹細胞(ADMSC)の関節内投与は変形性膝関節症(膝OA)の
進⾏を抑制する.

第36回⽇本整形外科学会基礎学術集会. 三重. 2021.10.14-15.

内野⼩百合, 齋⽥良知, ⼩林洋平, 若⼭貴
則, ⻄尾啓史, 他.

組織メタロプロテアーゼ阻害物質(TIMP)は変形性膝関節症に対する多⾎
⼩板⾎漿(PRP)療法の有効性に関連する因⼦である.

第36回⽇本整形外科学会基礎学術集会. 三重. 2021.10.14-15.

齋⽥良知, 内野⼩百合, ⼩林洋平, ⻄尾啓
史, 若⼭貴則, 他.

末梢⾎および多⾎⼩板⾎漿(PRP)中に含まれる⽣理活性物質の検討 ス
ポーツ選⼿と中⾼年者の⽐較.

第36回⽇本整形外科学会基礎学術集会. 三重. 2021.10.14-15.

髙橋容⼦.
シンポジウム2「神経科学に基づく新たなリハビリテーション戦略につい
て」 末梢神経電気刺激と歩⾏中の脊髄神経経路評価システムによる新た
な歩⾏リハビリテーション戦略.

第40回関東甲信越ブロック理学療法⼠学会. 新潟. 2021.09.04.

⿑藤正和, 作⼭晃裕, 森沢知之, ⾼橋哲也. ⼼⼤⾎管疾患リハビリテーションにおけるリスク管理. 第40回東京都理学療法学術⼤会. 東京医科⻭科⼤学. 2021.11.21.

藤野雄次. 脳⾎管疾患リハビリテーションにおけるリスク管理. 第40回東京都理学療法学術⼤会. 東京医科⻭科⼤学. 2021.11.21.

池⽥ 浩. サッカーにおける外傷・障害の予防（パネルディスカッション）. 第47回⽇本整形外科スポーツ医学会学術集会(Web). 札幌. 2021.06.18.



国際学会・国内学会・招聘講演
演者 タイトル 学会等

⾼橋佑太, 森沢知之, 岡本洋史, ⻘⽊和裕,
⿑藤正和, 他.

ICU⼊室早期の歩⾏開始は⾼齢敗⾎症患者の歩⾏再獲得と関連する 第48回⽇本集中治療医学会学術集会 (Web) 2021.2.12-14.

⾶⼭義憲, 藤野雄次, ⾼橋哲也, 藤原俊之.
⼈⼯膝関節置換術前後のリハビリテーションプロトコルの実施状況と内容
に関する全国調査.

第51回⽇本⼈⼯関節学会(Web). 2021.07.07.

⾼橋容⼦, 寺前達也, 森 拓也, 久保峰鳴, 藤
原俊之, 他.

歩⾏中における下肢の脊髄相反性抑制評価システムの開発と健常者での計
測.

第51回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会. 仙台. 2021.12.17.

松⽥雅弘, 多⽥裕⼀, 春⼭若葉, 相澤純也,
藤野雄次, 他.

遺伝⼦検査による⽣活習慣病と腰痛のリスクと運動機能チェックをもとに
した運動プログラムの開発.

第57回⽇本リハビリテーション医学会. 京都. 2021.08.19-22.

深⽥和浩, 網本 和, 藤野雄次, 井上真秀, 関
根⼤輔, 他.

脳卒中後のcontralesional lateropulsionの出現率と機能・能⼒指標の特
性−多施設共同研究−.

第58回 ⽇本リハビリテーション医学会学術集会. 京都. 2021.06.10-13.

村上悠平, 補永 薫, ⼭⼝智史, 關 達也, 粕
⾕昌宏, 他.

脳卒中後の⽚側上肢⿇痺患者に対するリハビリテーションロボットの開
発.

第58回⽇本リハビリテーション医学会学術集会.  2021.06.11.

⻄川美由希, 補永 薫, 古川雄都, 村上悠平,
⼩⾒桃⼦, 他.

COVID-19感染症に対し早期よりリハビリテーション治療を⾏ったパーキ
ンソン病の⼀例.

第58回⽇本リハビリテーション医学会学術集会. 京都.2021.06.11.

古川雄都, ⻄川美由希, 村上悠平, ⼩⾒桃
⼦, 伊澤奈々, 他.

COVID-19肺炎後critical illness polyneuropathyによると考えられる著
明な筋⼒低下をきたした症例.

第58回⽇本リハビリテーション医学会学術集会. 京都.2021.06.11.

深⽥和浩, 網本 和, 藤野雄次, 牧⽥ 茂, ⾼
橋秀寿.

急性期脳卒中患者におけるcontralesional lateropulsionとPusher現象の
能⼒指標の回復の差違.

第5回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会. 名古屋. 2021.11.12-14.

松⽥雅弘, ⾼橋哲也, 眞壁 寿, 森沢知之, 藤
野雄次, 他.

歩⾏計測精度の信頼性・妥当性の検証と歩⾏の特徴的な傾向の分析. 第5回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会. 名古屋. 2021.11.12-14.

⿑藤正和, 作⼭晃裕, 森沢知之, ⾼橋哲也. 筋パワーに着⽬したレジスタンストレーニング. 第5回⽇本循環器理学療法学会学術⼤会. (Web) 2021.08.28.

中島真治, ⽯橋宏之, 折本有貴, 三岡裕貴,
⼭本将⼤, 他.

⾎⾏再建術後の6分間歩⾏距離が退院後の座位時間と中⾼強度⾝体活動に
与える影響について

第62回⽇本脈管学会総会、2021年10⽉14-16⽇ ロイトン札幌

⽇下さと美, ⾼橋哲也. 給⽔袋の選び⽅と運び⽅の違いが⾝体反応に及ぼす影響 第69回⽇本⼼臓病学会学術集会, ⽶⼦. 2021.09.17-19.

森沢知之, ⿑藤正和, ⼤塚翔太, ⾼村 剛, ⽥
原将之, 他.

⾼齢⼼臓外科患者の⼊院関連機能低下と予後の関連 −多施設前向きコ
ホート研究−.

第69回⽇本⼼臓病学会学術集会. ⽶⼦. 2021.09.17-19.

⼭本 剛, 塚本茂⼈, 冠⽊敬之, ⿑藤正和, 佐
藤直樹, 他.

再⼊院予防のための⼼不全セルフ・ケア講習会「東京都CCUnet⼼不全
フォーラム」.

第69回⽇本⼼臓病学会学術集会. ⽶⼦. 2021.09.17-19.

作⼭晃裕, ⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也,
渡邉英孝, 他.

インターバルトレーニングの最近の動向. 第6回⽇本⼼臓リハビリテーション学会関東甲信越⽀部地⽅会. 栃⽊(Web). 2021.10.16.

井上真秀, 深⽥和浩, 藤野雄次, 井上真美
⼦, 関根⼤輔, 他.

急性期脳梗塞患者における⼤脳⽩質病変が歩⾏能⼒に及ぼす影響−傾向ス
コア分析−.

第75回⽇本リハビリテーション医学会関東地⽅会学術集会(Web).  2021.09.26.



国際学会・国内学会・招聘講演
演者 タイトル 学会等

深⽥和浩, 網本 和, 志⽥航平, 藤野雄次, 尾
崎新平, 他.

左半側空間無視に対する刺激誘発型注意に基づくレーザーポインターを⽤
いた⽴位・歩⾏練習の効果:症例研究.

第75回⽇本リハビリテーション医学会関東地⽅会学術集会(Web).  2021.09.26.

⼤路駿介, 相澤純也, 廣幡健⼆, ⼤⾒武弘,
⾒供 翔, 他.

前⼗字靱帯再建術後にスポーツに参加しているアスリートにおける運動恐
怖感と⽚脚着地前の内側広筋活動との関連 .

第7回⽇本スポーツ理学療法学会. 神⼾. 2021.01.24.

⼤⾒武弘, 相澤純也, ⼤原敏之, 廣幡健⼆,
⼤路駿介, 他.

内側脛⾻過労性⾻膜炎の既往がある男⼦⻑距離選⼿の下腿筋横断⾯積と
ジョギング 中の運動⼒学データとの関連.

第7回⽇本スポーツ理学療法学会. 神⼾. 2021.01.24.

Saitoh M, Hori K, Adachi Y, Sakuyama
A, Nagayama M, et al.

Prognostic impact of hospital-acquired disability in very elderly
patients aged 85 years or older with heart failure.

第85回⽇本循環器学会学術集会. 横浜. 2021.03.26-28.

望⽉正道, 渡邉英孝, 菊地佑太, 北原エリ
⼦, ⿑藤正和, 他.

開⼼術後患者の下肢機能評価としてのMuscle Quality Indexの臨床的有⽤
性について.

第85回⽇本循環器学会学術集会. 横浜. 2021.03.26-28.

本沢晶雄, 横⼭美帆, 島⽥和典, 國本充洋,
松原友美, 他.

⾼齢回復期⼼臓リハビリテーション施⾏患者におけるフレイルおよび⾝体
活動量と再⼊院との関連

第85回⽇本循環器学会学術集会. 横浜. 2021.03.26-28.

森沢知之, ⿑藤正和, ⾼橋哲也, 渡邉英孝,
望⽉正道, 他.

⾼齢⼼臓⾎管外科患者の術前Phase Angleと術後の⾝体機能回復の関連. 第85回⽇本循環器学会学術集会. 横浜. 2021.03.26-28.

渡邉英孝, 望⽉正道, 菊地佑太, 北原エリ
⼦, ⿑藤正和, 他.

⼼臓⾎管外科患者のDynapenia保有率とDynapeniaが術後⾝体機能に及
ぼす影響について

第85回⽇本循環器学会学術集会. 横浜. 2021.03.26-28.

滝沢光太郎, 平川功太郎, 有光健, 作⼭晃
裕, 安達裕⼀, 他.

急性⾮代償性⼼不全患者におけるリスク層別化スコアおよび⼊院関連機能
障害は退院後の⽣命予後に関連する.

第85回⽇本循環器学会学術集会(Web). 横浜. 2021.03.26-28.

堀健太郎, 薄葉航洋, 作⼭晃裕, 平川功太
郎, 安達裕⼀, 他.

⾼齢⼼不全患者の⼊院関連機能障害に対する基本チェックリストの予測有
⽤性に関する検討.

第85回⽇本循環器学会学術集会(Web). 横浜. 2021.03.26-28.

⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之,
代⽥浩之.

慢性腎臓病患者の悪液質評価・治療の現状と展望 . 第8回⽇本サルコペニア・悪液質・消耗性疾患研究会(Web). 2021.04.24.

⼤路駿介, 相澤純也, 廣幡健⼆, ⼤⾒武弘,
⾒供翔, 他.

前⼗字靭帯再建術後にスポーツ復帰した患者の⾃覚的競技パフォーマンス
阻害要因―⾃由記述アンケートの計量テキスト分析―.

第8回⽇本スポーツ理学療法学会学術⼤会. 名古屋. 2021.12.11.

⾒供 翔, 相澤純也, 廣幡健⼆, ⼤路駿介, ⼤
⾒武弘, 他.

前⼗字靭帯再建術後患者における術後3カ⽉と6か⽉の膝伸展筋⼒の関連. 第8回⽇本スポーツ理学療法学会学術⼤会. 名古屋. 2021.12.11.

楠本泰⼠, ⽵⽥智之, ⾼橋恵⾥, ⾼⽊健志,
松⽥雅弘.

知的障害特別⽀援学校⽣徒における体組成データの特徴. 第8回⽇本⼩児理学療法学会学術⼤会(Web). 2021.11.27-28.

楠本泰⼠, 中島卓也, 加藤愛理, ⾼⽊健志,
松⽥雅弘.

発達⽀援の必要な児における保護者の特性不安と家族⽀援状況の関係. 第8回⽇本⼩児理学療法学会学術⼤会(Web). 2021.11.27-28.

池⽥ 浩. 教育研修講演・スポーツドクターの「夢・挑戦・実現」に向けて. 第94回⽇本整形外科学会学術総会. 東京. 2021.05.20-21.

内野⼩百合, 齋⽥良知, ⼩林 洋平, ⻄尾啓
史, 若⼭貴則, 他.

変形性膝関節症に対するPRP療法前後のバイオマーカー変化. 第94回⽇本整形外科学会学術総会. 東京. 2021.05.20-21.
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齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, 若⼭貴則,
福⾥ 晋, 他.

変形性膝関節症に対する多⾎⼩板⾎漿療法の効果を規定する因⼦の検討. 第94回⽇本整形外科学会学術総会. 東京. 2021.05.20-21.

⽯原美彦, 島嵜 佑, ⾇井 裕輝, 井⼝祐貴,
宮森隆⾏, 他.

⼤学⼥⼦サッカー選⼿における体⼒特性と⾼強度活動の関連性. ⽇本フットボール学会(Web).  2021.

澤 ⿓⼀, ⽥中武⼀, ⼭本純志郎, ⼭⽥ 実.
通所介護サービスを利⽤する後期⾼齢者の居住環境と転倒、つまずき・滑
りの関連: セルフチェックシート構築へのパイロット研究.

⽇本転倒予防学会第8回学術集会. 愛知. 2021.10.24.

池⽥ 浩. スポーツドクターの実際. ⽇⽴第⼀⾼等学校ホームルームセミナー. 茨城. 2021.10.23.


